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原子力機構の研究用原子炉(JRR-3)に設置された 2 台の構造生物学研究用中性子回折計（BIX-3, 4）は、震災以来停止し

たままであるが、世界の中性子施設には、着々と構造生物学研究用中性子回折計の整備が進みつつある。2014 年度には世

界中で７台（JRR-3 の２台を除く）の中性子回折計が稼働する予定である。これらの中性子回折計には、定常炉中性子源に設

置された回折計４台とパルス中性子源に設置された 3 台が含まれる。大型パルス中性子源に設置された中性子回折計の本

格的な活躍はこれからであるが、定常炉中性子回折計も新たに 3 台が本格的な稼働を始める。今後稼働する定常炉中性子

回折計の基本的な仕様は、2000 年代初頭に原子力機構に設置された二台の中性子回折計(BIX-3, 4)の試料・検出器のレイ

アウトを踏襲しており、BIX-3, 4 のスペックそのものは現在も世界の第一線にあるといえるが、近年諸外国に新設された装置

には、より強い中性子ビームを利用しているという大きなアドバンテージがある。 

構造生物学研究者の中性子利用をさらに拡大するには、中性子回折データを、より小型結晶で短期間に取得する必要が

ある。そのためには、中性子回折装置の再配置を含むより高強度の中性子ビームの利用だけでなく、試料タンパク質結晶の

大型化技術や完全重水素化試料の作製技術の高度化が急務である。近年フランスのラウエ・ランジュバン研究所(ILL)で実施

された創薬標的タンパク質の中性子構造解析では、完全重水素化試料を用いることによって、従来必要であった試料体積の

約 1/10(0.2mm3)でのデータ収集が可能となっている。また日本国内の構造生物学研究者の要望から、現代の構造生物学研

究の花形領域である“膜タンパク質”や複数のタンパク質が会合した“タンパク質複合体”の解析に対応でき、共同利用を目的

とした中性子回折計を J-PARC に設置することを計画中である。これが実現すれば、タンパク質が担っている生体内の有機

反応メカニズムの解明や分子認識機構における水和水の挙動を理解することによって、構造生物学研究領域の発展だけで

なく医薬品や生体触媒など有用分子の創製への貢献も期待できる。 


